
 

 

 

 

 

 

第１回放課後子ども指導者等研修会 

 

 ６月５日（木）長井市中央コミュニティセンター「ふらり」を会場に、第１回放課後子ども指導者等研修会

を実施しました。初めに山形県教育局生涯教育・学習振興課の佐藤主査より本事業の説明と放課後の子どもの

くらしを支える役割についてお話しいただいた後、選択した分科会で実技研修を行いました。 

今年度は筆ペン絵文字体験〈金子由美氏〉、救命救急講座〈菊地直隆氏〉、アクティブチャイルドプログラム

体験〈瀧澤孝次氏〉、けん玉遊び〈秋元悟氏、土屋孝俊氏〉（〈〉内は講師名）の４講座を開催しました。「うまく

いかなかったときに、なぜ失敗したのかを具体的にアドバイス 

いただけてよかった。」「大人でも楽しく活動ができたので、子どもたちはもっと楽しく遊べる 

と思った。」「子どもたちを預かる立場として、責任の重さとともに“いざという時に動ける自 

分”であることの大切さを再認識できた。」…等の感想が寄せられました。ぜひ職場で広 

めていただき、より充実した活動が展開されることを期待しています。 
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６月８日（日）小国町で置賜地区スポーツ推進委員協議会研修会を行いました。 

今年度の研修は、小国町の豊かな自然に触れながらの「スポーツWARABI採り」でした。日常生活

のあらゆる場面で体を動かすことは健康維持に繋がることを学び、身近なことから運動に取り組むた

めのヒントを得られる貴重な機会となりました。今回はただわらびを採るのではなく３～５人のチー

ム戦で採った量の平均（ボーナスポイント＋－）で競い合いました。ボーナスポイントでの逆転劇も

あり、楽しい時間を過ごすことができました。順位は左表のようになります。 

また、５年以上にわたって、継続的に地域スポーツの普及と発展に

功績のあった方の表彰式も行いました。今年度は９名の方が受賞され

ました。今後もスポーツ推進委員として生涯スポーツの発展にご尽力

され、ますますご活躍されますことを心よりお祈り申し上げます。 

 

≪スポーツWARABI採り 結果≫ 

第１位：たずねて川西（川西町） 

第２位：飯豊（飯豊町） 

第３位：たずねて小国（川西町） 

≪受賞された皆様≫ 

米沢市：伊藤正和氏、関政一氏 

    大竹政行氏 

南陽市：山田俊一氏、安彦広志氏 

小国町：伊藤正俊氏 

白鷹町：川井美智氏、海老名裕之氏 

飯豊町：伊藤浩氏 



置賜社会教育振興会では毎年、自作視聴覚教材の地区コンクールを実施しております。映像教材や紙芝居、

パワーポイント作品など、自分で作った作品であれば子どもから大人までどなたでも出品することができます。

（プロの方が作成したものや営利目的で作成したものは出品できません。） 

 近年は小学校の生活科や総合的な学習の時間で作成した調べ学習のまとめや中学校・高等学校の美術部生徒

の作品なども多数出品いただいております。大人だけでなく、児童生徒のみなさんもデジタルコンテンツ作成

に取り組んでみてはいかがでしょうか。もちろん紙芝居やカルタなどの紙媒体の作品も大歓迎です。 

たくさんの出品、お待ちしています！ 

 

 

 

 

 

 

 6月 10日（火）置賜総合支庁西置賜地域振興局５階講堂で標記の運営委員会及び研修会を開催しました。

運営委員会では、令和６年度の成果と課題及び令和７年度の方針・具体目標・事

業計画について確認することができました。その後の研修会では、「市町担当者

と総合型地域スポーツクラブとの効果的な連携」と題し、山形県広域スポーツセ

ンタークラブアドバイザー阿部諭氏、高橋裕子氏より現状や事例を交えながら情

報を提供していただきました。行政側もクラブ側も課題として挙げられるのは①

「人」②「もの」③「財源」だということでした。それを踏まえ、グループディスカッションではそれぞれ

の立場から考えられる「課題」、そしてその課題を解決

するために「できる連携」を出し合いました。研修会

を終えて「率直に課題を語り合うことができた」「現状

に対して改めて気付きの機会となった」「連携の重要性

を再確認した」などの感想をいただきました。研修会

を通して「考えたこと」や「気付いたこと」を地域住

民に少しでも還元していくとともに、市町とクラブが更に連携し、生涯にわたって健康で豊か 

な生活を営むことができる「まちづくり」を目指していきましょう。 

 

 

 

 

第 1回公民館・コミュニティセンター・社会教育関係職員等研修会は、文部科学省 初等中等教育局  

教育課程課長 武藤 久慶 氏によるオンライン講演会です。世界の情勢や国の施策、今の時代に求められ

る学校の在り方について理解を深め、地域の未来を担う子どもたちを、社会教育の立場からどのように育く

んでいくかについて、一緒に考えてみませんか。詳しくは裏面をご覧ください。 

→県 HP上で本紙のデジタル版・バック 

ナンバーがご覧いただけます。 

→社会教育課 Instagramも要チェック！ 

【お問合せ先：置賜教育事務所社会教育課 

           TEL:0238(88)8241】 

〇公募する部門 ・・・ １．学校教育部門 ２．社会教育部門 ３．児童生徒作品部門 

〇応募方法 ・・・ まずは置賜教育事務所社会教育課までご連絡ください。（下記参照） 

〇応募締め切り ・・・ 令和７年 10月１０日（金） 

〇表彰ついて ・・・ 結果通知は 11月上旬、授賞式は１２月６日（土）の予定です。 

 

 


